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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第113期
第２四半期
連結累計期間

第113期
第２四半期
連結会計期間

第112期

会計期間

自　平成20年
　　　４月１日
至　平成20年
　　　９月30日

自　平成20年
　　　７月１日
至　平成20年
　　　９月30日

自　平成19年
　　　４月１日
至　平成20年
　　　３月31日

売上高 (百万円) 104,689 51,989 217,590

経常利益又は経常損失
（△）

(百万円) 465 △352 1,769

当期純利益又は四半期
純損失（△）

(百万円) △1,360 △1,573 406

純資産額 (百万円) ― 48,033 50,494

総資産額 (百万円) ― 164,285 169,992

１株当たり純資産額 (円) ― 182.46 191.76

１株当たり当期純利益
又は１株当たり四半期
純損失（△）

(円) △5.42 △6.27 1.62

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 27.9 28.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,350 ― 4,410

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,251 ― △4,236

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △235 ― △1,248

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 7,461 6,585

従業員数 (名) ― 5,519 5,688

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して　　い

ない。

　　２　本報告書中の売上高、受注高等については消費税等抜きで表示している。

　　３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため記載していない。 
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社および当社の関係会社が営む事業の内容に重要な変更はな

い。

　また、主要な関係会社についても異動はない。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、新たに重要な関係会社となった会社等はない。

なお、平成20年７月１日付で昭和電線工事株式会社が昭和電線ケーブルシステム株式会社に吸収合併

された。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

　平成20年9月30日現在

従業員数(名) 5,519

(注) 従業員数は、就業人員である。

　

(2) 提出会社の状況

　平成20年9月30日現在

従業員数(名) 49

(注) 従業員数は、就業人員である。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

ある。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円)

コミュニケーションシステム事業 4,692

デバイス事業 5,165

エネルギーシステム事業他 33,848

合計 43,706

（注）　金額は、販売価格で表示している。

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

ある。
　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円) 受注残高(百万円)

コミュニケーションシステム事業 6,129 1,853

デバイス事業 5,153 3,415

エネルギーシステム事業他 37,156 34,153

合計 48,439 39,422

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

ある。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円)

コミュニケーションシステム事業 6,168

デバイス事業 5,516

エネルギーシステム事業他 40,304

合計 51,989
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２ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われていない。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国を中心とした金融不安の高まりを受け、世界景

気の下振れ懸念が顕在化し、原油価格や原材料価格の高騰、民間設備投資や輸出の減速など、当社グルー

プを取り巻く経営環境も一段と厳しさを増した。 

　このような環境下、当社グループの第２四半期連結会計期間の連結売上高は、通信ケーブルの国内需要

が減少したことなどから、519億89百万円となった。 

 損益面では、石化製品を中心とした原材料価格の高騰等によるコストの増加や海外工事案件の工事費用

が増加したことから、営業利益は1億76百万円、経常利益は、営業外で為替差損が2億10百万円発生したこ

とにより3億52百万円の損失となった。四半期純利益は、急激な銅価の下落や景気の悪化に伴う需要の冷

え込みなど経営環境の変化を踏まえ繰延税金資産を16億53百万円取り崩したことから、15億73百万円の

損失となった。 

事業の種類別セグメントの状況は、次のとおりである。

（コミュニケーションシステム事業） 

　通信ケーブル関連の国内需要は総じて低調に推移したことから、売上高は61億68百万円となり、営業利

益は20百万円となった。 

（デバイス事業） 

　精密デバイス（ローラ）や振動制御機器は前年度に講じた事業構造改革によるコスト削減施策により

収益面で改善し、売上高は55億16百万円、営業利益は22百万円となった。 

（エネルギーシステム事業他） 

　海外向けの電力ケーブルおよび電力工事は引き続き堅調な需要に支えられたことから、売上高は403億4

百万円となった。損益面では電線の被覆材料の価格高騰や海外工事案件の工事費用が増加したことから、

営業利益は2億10百万円となった。 

（注）　上記、各事業の種類別セグメントの売上高には、セグメント間の内部売上高または振替高を含めていない。

　
(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は1,642億85百万円で、主に受取手形及び売掛金が減少

したため、前連結会計年度末より57億6百万円減少している。

　当第２四半期連結会計期間末における負債合計は1,162億51百万円で、主に支払手形及び買掛金が減少

したため、前連結会計年度末より32億46百万円減少している。

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は480億33百万円で、前連結会計年度末より24億60百

万円減少している。
　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第１四半期

連結会計期間末より2億10百万円増加し、74億61百万円となった。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間の営業活動の結果得られた資金は、19億92百万円となった。その主なものは、

減価償却費10億23百万円等によるものである。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間の投資活動の結果使用した資金は、12億11百万円となった。その主なものは、

有形固定資産の取得による支出12億60百万円等によるものである。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間の財務活動の結果使用した資金は、4億99百万円となった。その主なものは、

借入金が4億80百万円減少したことによるものである。
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(4) 事業上および財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な

変更および新たに生じた課題はない。
　
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、3億38百万円である。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はない。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除去等に

ついて、重要な変更ならびに重要な設備計画の完了はない。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除去等はない。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 700,000,000

計 700,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 251,126,611251,126,611
東京証券取引所　　
（市場第一部）

権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

計 251,126,611251,126,611― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　 該当事項なし。

　

(3) 【ライツプランの内容】

   該当事項なし。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年7月1日～　　　
平成20年9月30日

― 251,126 ― 21,221 ― 7,518
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(5) 【大株主の状況】

平成20年9月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社東芝 東京都港区芝浦一丁目1番1号 14,974 5.96

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目8番11号 11,125 4.43

日鉱金属株式会社 東京都港区虎ノ門二丁目10番1号 9,790 3.89

富国生命保険相互会社 東京都千代田区内幸町二丁目2番2号 7,724 3.07

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口4Ｇ）

東京都中央区晴海一丁目8番11号 6,503 2.58

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町二丁目11番3号 6,492 2.58

シービーエヌワイ　デイエフエイ　イン

ターナショナル　キャップ　バリュー　ポー

トフォリオ

（常任代理人　シティバンク銀行株式会

社）

1299 OCEAN AVENUE, 11F, SANTA MONICA, CA
90401 USA
（東京都品川区東品川二丁目3番14号）

6,116 2.43

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番10号 3,881 1.54

エイチエスビーシー　ファンド　サービ

シィズ　アカウント　006ジェイエフ

（常任代理人　香港上海銀行東京支店）

LEVEL 13. 1 QUEEN'S ROAD CENTRAL. HONG
KONG
（東京都中央区日本橋三丁目11番1号）

3,285 1.30

ＤＯＷＡメタルマイン株式会社 東京都千代田区外神田四丁目14番1号 2,700 1.07

計 ― 72,590 28.90

(注)　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりである。

　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　　　　　　　　　　 11,125　千株

　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口4Ｇ）　　　　　　　　 　6,503　千株

　　　　日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　　　　　　　　　　　　  6,492  千株
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年9月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ―  ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）　　 　
 普通株式　　 60,000　　　
　　　（相互保有株式）　　
　　　　　　　　　
 普通株式　　 16,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 250,424,000 250,424 ―

単元未満株式 普通株式     626,611― 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 251,126,611― ―

総株主の議決権 ― 250,424 ―

(注)１ 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、㈱証券保管振替機構名義の株式が27,000株（議決権27個）　

　　　　含まれている。

　  ２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式568株および㈱日東製作所が電纜協栄会名義で所有

　　　　している相互保有株式812株が含まれている。

　

② 【自己株式等】

平成20年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
昭和電線ホールディングス
㈱

東京都港区虎ノ門一丁目1
番18号

60,000 0 60,000 0.0

(相互保有株式)
㈱日東製作所

横浜市都筑区川和町
628番地

0 16,000 16,000 0.0

計 ― 60,000 16,000 76,000 0.0

(注)　㈱日東製作所が他人名義で所有している株式の名義人は当社の取引先持株会である電纜協栄会（東京都港区虎ノ

門一丁目1番18号　東京虎ノ門ビル）である。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
　4月 　5月 　6月 　7月 　8月 　9月

最高(円) 157 169 174 157 155 145

最低(円) 147 148 153 143 141 110

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものである。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はない。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成している。

　なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内

閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半

期連結財務諸表規則を早期に適用している。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,582 6,707

受取手形及び売掛金 56,741 62,094

商品及び製品 10,766 10,462

仕掛品 9,583 10,205

原材料及び貯蔵品 6,224 5,660

その他 4,707 5,436

貸倒引当金 △139 △246

流動資産合計 95,467 100,321

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 15,887

※1
 16,239

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 9,729

※1
 10,287

土地 24,541 24,525

その他（純額） ※1
 2,671

※1
 1,346

有形固定資産合計 52,830 52,398

無形固定資産 648 580

投資その他の資産

投資有価証券 9,642 10,547

その他 7,082 7,466

貸倒引当金 △1,385 △1,321

投資その他の資産合計 15,339 16,692

固定資産合計 68,818 69,671

資産合計 164,285 169,992
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 32,082 35,364

短期借入金 51,123 48,316

未払法人税等 244 503

その他 11,880 12,641

流動負債合計 95,330 96,825

固定負債

社債 153 222

長期借入金 11,771 14,199

退職給付引当金 843 877

役員退職慰労引当金 74 87

その他 8,078 7,285

固定負債合計 20,921 22,672

負債合計 116,251 119,497

純資産の部

株主資本

資本金 21,221 21,221

資本剰余金 15,752 15,752

利益剰余金 2,658 4,310

自己株式 △9 △7

株主資本合計 39,623 41,278

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,619 2,273

繰延ヘッジ損益 △5 2

土地再評価差額金 4,343 4,343

為替換算調整勘定 228 250

評価・換算差額等合計 6,185 6,870

少数株主持分 2,224 2,346

純資産合計 48,033 50,494

負債純資産合計 164,285 169,992
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(2)【四半期連結損益計算書】
　　【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

売上高 104,689

売上原価 93,512

売上総利益 11,177

販売費及び一般管理費 ※1
 10,309

営業利益 868

営業外収益

受取利息 8

受取配当金 108

為替差益 339

その他 159

営業外収益合計 615

営業外費用

支払利息 660

持分法による投資損失 2

その他 355

営業外費用合計 1,018

経常利益 465

特別利益

投資有価証券売却益 10

特別利益合計 10

特別損失

事業構造改善費用 87

特別損失合計 87

税金等調整前四半期純利益 389

法人税等 ※2
 1,820

少数株主損失（△） △70

四半期純損失（△） △1,360
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 51,989

売上原価 46,663

売上総利益 5,325

販売費及び一般管理費 ※1
 5,148

営業利益 176

営業外収益

受取利息 6

受取配当金 59

持分法による投資利益 32

その他 88

営業外収益合計 186

営業外費用

支払利息 330

為替差損 210

その他 176

営業外費用合計 716

経常損失（△） △352

特別損失

事業構造改善費用 87

特別損失合計 87

税金等調整前四半期純損失（△） △440

法人税等 ※2
 1,336

少数株主損失（△） △202

四半期純損失（△） △1,573
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(３)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 389

減価償却費 2,002

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △10

固定資産売却損益（△は益） △11

固定資産廃棄損 36

貸倒引当金の増減額（△は減少） △43

退職給付引当金の増減額（△は減少） △33

受取利息及び受取配当金 △117

支払利息 660

売上債権の増減額（△は増加） 5,352

たな卸資産の増減額（△は増加） △245

仕入債務の増減額（△は減少） △3,487

その他の流動資産の増減額（△は増加） 140

その他の流動負債の増減額（△は減少） △638

その他 △122

小計 3,872

利息及び配当金の受取額 121

利息の支払額 △670

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 26

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,350

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △3

投資有価証券の売却による収入 14

有形固定資産の取得による支出 △2,261

有形固定資産の売却による収入 33

その他 △34

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,251

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,977

長期借入れによる収入 1,000

長期借入金の返済による支出 △4,598

社債の償還による支出 △56

配当金の支払額 △502

少数株主への配当金の支払額 △45

その他 △10

財務活動によるキャッシュ・フロー △235

現金及び現金同等物に係る換算差額 12

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 876

現金及び現金同等物の期首残高 6,585

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,461
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１　連結の範囲に関する事項の変更

（１）連結の範囲の変更

連結子会社であった昭和電線工事株式会社は、平成20

年７月１日付で昭和電線ケーブルシステム株式会社

に吸収合併されている。

 

（２）変更後の連結子会社の数

２３社

 

２　持分法の適用に関する事項の変更

（１）持分法適用関連会社

①持分法適用関連会社の変更

関連会社である株式会社昭和サイエンスは、連結純損

益および連結剰余金に及ぼす影響が増大したため、第

１四半期連結会計期間から持分法の適用範囲に含め

ている。

 

②変更後の持分法適用関連会社の数

３社

 

３　会計処理基準に関する事項の変更

（１）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従

来、主として総平均法による原価法によっていたが、

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関

する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月

５日）が適用されたことに伴い、主として総平均法に

よる原価法（貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法）により算定している。

これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経

常利益および税金等調整前四半期純利益への影響は

ない。

 

（２）連結財務諸表作成における在外子会社の会計

処理に関する当面の取扱いの適用

　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成

における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱

い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適

用し、連結決算上必要な調整を行っている。

これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経

常利益および税金等調整前四半期純利益への影響は

ない。
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当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

（３）リース取引に関する会計基準等の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、

従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ

ていたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会

計基準第13号　平成５年６月17日　最終改正平成19年

３月30日）および「リース取引に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第16号　平成６年

１月18日　最終改正平成19年３月30日）が平成20年４

月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結

財務諸表から適用することができることになったこ

とに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計

基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理に

よっている。また、所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引に係るリース資産の減価償却の方法について

は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法を採用している。

なお、リース取引開始日が会計基準適用初年度開始前

の所有権移転外ファイナンス・リースについては、引

き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処

理を適用している。

これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経

常利益および税金等調整前四半期純利益への影響は

ない。

　

　

【簡便な処理方法】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

法人税等ならびに繰延税金資産および繰延税金負債

の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連

結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連

結会計年度において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法、あるいは前連結会

計年度末以降に経営環境等、または、一時差異等の発生

状況に著しい変化が認められた場合に、前連結会計年

度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利

用する方法によっている。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

　税金費用の計算

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を

含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算している。

なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示し

ている。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、89,400百万

　　　円である。

 

２　受取手形割引高が680百万円、受取手形裏書譲渡高

　　が35百万円ある。

 

３　保証債務

 

被保証者
保証金額
(百万円)

被保証債務の
内容

従業員 50
銀行からの住宅
建設資金借入債
務の保証

 株式会社ケイ・
エス・デー

32
金融機関からの
借入債務の保証
予約

 
 

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、88,411百万

　　　円である。

 

２　受取手形割引高が1,651百万円、受取手形裏書譲渡

　　高が22百万円ある。

 

３　保証債務

 

被保証者
保証金額
(百万円)

被保証債務の
内容

 従業員 53
銀行からの住宅
建設資金借入債
務の保証

 株式会社ケイ・
エス・デー

52
金融機関からの
借入債務の保証
予約

 

　

EDINET提出書類

昭和電線ホールディングス株式会社(E01336)

四半期報告書

20/30



(四半期連結損益計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および

　　　金額は、次のとおりである。

　　　給料手当　　　　　　　　3,989百万円

 

※２　法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示し

　　　ている。

　

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および

　　　金額は、次のとおりである。

　　　給料手当　　　　　　　　1,939百万円

 

※２　法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示し

　　　ている。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 7,582百万円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△120  〃

現金及び現金同等物の四半期末

残高
7,461百万円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)および第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　

至　平成20年９月30日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末
（千株）

普通株式 251,126

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末
（千株）

普通株式 60

　

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成20年6月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 502百万円 ２円 平成20年３月31日 平成20年６月26日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの。

　　該当事項なし。

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

      該当事項なし。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　
コミュニケー
ションシステ
ム事業
(百万円)

　デバイス事
業

(百万円)

エネルギーシ
ステム事業他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

6,168 5,516 40,304 51,989 ― 51,989

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

535 75 627 1,238 △1,238 ―

計 6,704 5,591 40,932 53,227△1,238 51,989

営業利益 20 22 210 252 △75 176

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日　至 平成20年９月30日)

　
コミュニケー
ションシステ
ム事業
(百万円)

デバイス事業
(百万円)

エネルギーシ
ステム事業他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

12,106 10,483 82,099104,689 ― 104,689

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

960 122 1,277 2,359 △2,359 ―

計 13,066 10,605 83,376107,049△2,359 104,689

営業利益または損失（△） △124 △61 1,111 925 △57 868

(注)　１　事業区分は製品の使用目的および販売市場等の類似性に基づき、コミュニケーションシステム事業、デバ

　　イス事業、エネルギーシステム事業他としている。

　　　２　各事業区分に属する主要な製品

　　コミュニケーションシステム事業・・・光・通信ケーブル、通信工事、ネットワークソリューション

　　デバイス事業・・・・・・・・・・・・精密デバイス製品、振動制御製品、ワイヤハーネス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファイバフォトニクス製品

　　エネルギーシステム事業他・・・・・・裸線、巻線、電力ケーブル、被覆線、アルミ線、電力工事・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付属品、超電導線、その他

　

EDINET提出書類

昭和電線ホールディングス株式会社(E01336)

四半期報告書

23/30



【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　　　当第２四半期連結会計期間において、本国の売上高の金額は、全セグメントの売上高合計に占める割合が90％超であ

るため、記載を省略している。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日　至 平成20年９月30日)

　　　当第２四半期連結累計期間において、本国の売上高の金額は、全セグメントの売上高合計に占める割合が90％超であ

るため、記載を省略している。

　

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 7,426 126 7,553

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― 51,989

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

14.3 0.2 14.5

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日　至 平成20年９月30日)

　

アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 14,892 211 15,103

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― 104,689

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

14.2 0.2 14.4

(注)　１　国または地域の区分は、地理的近接度による。

２　各区分に属する主な国または地域

　　アジア・・・・・・中国、アラブ首長国連邦等

３　海外売上高は、当社および連結子会社の日本以外の国または地域における売上高である。
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(有価証券関係)

第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

該当事項なし。

　

(デリバティブ取引関係)

第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

該当事項なし。

　

(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日　至 平成20年９月30日）

該当事項なし。

　

EDINET提出書類

昭和電線ホールディングス株式会社(E01336)

四半期報告書

25/30



(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

182円46銭 191円76銭

　

２　１株当たり四半期純損失額

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純損失額 ５円42銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存
在しないため、記載していない。
 

　

(注)　１株当たり四半期純損失額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(百万円) 1,360

普通株式に係る四半期純損失(百万円) 1,360

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 251,075

　

第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純損失額 ６円27銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存
在しないため、記載していない。
 

　

(注)　１株当たり四半期純損失額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(百万円) 1,573

普通株式に係る四半期純損失(百万円) 1,573

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 251,070
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(重要な後発事象)

当第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日　至 平成20年９月30日）

該当事項なし。

　

(リース取引関係)

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日　至 平成20年９月30日）

該当事項なし。

　

　

２【その他】

該当事項なし。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月14日

昭和電線ホールディングス株式会社

　　　　　取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　  古　 谷　 伸 太 郎　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　大　 山　　 修 　　　 印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　  飯　 塚　 正　 貴 　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている昭和電

線ホールディングス株式会社の平成20年4月1日から平成21年3月31日までの連結会計年度の第２四半期連結

会計期間(平成20年7月1日から平成20年9月30日まで)及び第２四半期連結累計期間（平成20年4月1日から平

成20年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、昭和電線ホールディングス株式会社及び連結

子会社の平成20年9月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連

結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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